









































































































２）内務省警保局編 1934『カフェと女給』では、昭和 4年のカフェ数は 21,806であった。警保局の公表数であって









調査時期 カフェー女給 カフェー及バー カフェー及バー 女給 喫茶店
昭和 3年 12月末日 この年度、記載なし














































































































































































































































































































る」（広津 1931 : 192）という自負心がここには

































































ていると菊池寛は非難したのに対して（菊池寛 1991 : 371-373）、小夜子（本名は山口須磨子）は事実無根だと言
い、菊池の悪口に反論する場面もあった（山口須磨子 1930 : 136-141）。
図 1 カフェでくつろぐ菊池寛と思しき人物
出典：広津 1931 : 208
― ３４ ― 社 会 学 部 紀 要 第136号




























































































































































































































































出典：内務省警保局編 1934 : 13-14。





























































































図 3 『ダンサー』創刊号（昭和 2年 4月）：表紙と口絵 ダンス会場の光景が伝わってくる。
March 2021 ― ３９ ―
図 4 『ダンサー』第 1巻 2号（昭和 2年 5月）：表紙とダンスホールの宣伝
ダンサーたちの表情が楽し気で、広告ページでは上品さをうたっている。
― ４０ ― 社 会 学 部 紀 要 第136号
でのダンス熱の高まりは抑えようがなく広がって





























































































































































からである（渡 1929 : 131）。
大阪府もまた、当然のように社交ダンスの禁止
に動いていた。昭和 2年の『大阪毎日新聞』（昭





































































































件」を発表した（編集復刻版 2003 : 230-231；『大
































の調査は昭和 5年 4月から 3ヶ月間にわたり、大































































出典：内務省警保局編 1934 : 116-119
ただし、昭和 8年は 1月から 11月まで。
b「女給蜜売淫検挙状況調」








出典：内務省警保局編 1934 : 119-122
ただし、昭和 8年は 1月から 11月まで。％は筆者の挿入で、カフェ女総 94,285人に対する四捨五入した時の割合。


























































































とのことである（石川 1929 : 14）。地方都市の苦
労話は絶えなかったにしても、それに劣らず地元
の有識者たちでさえ、カフェに対する反応は好意
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には新しい世界が飛び込んできたようだ（村嶋
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附表 1 内務省警保局による「カフェー、喫茶店客筋調べ」
1、一流と認むるカフェー
俸給生活者 労働者 学生 接客
業婦
上記各項
以外ノ者 其ノ他 計中等学校 専門学校以上









































平均 53 2 13 － 4／－ 5／－ 4 － 2 29／－ 104 8
2、普通と認むるカフェー
俸給生活者 労働者 学生 接客
業婦
其ノ他 計中等学校 専門学校以上



































平均 31 1 23／－ － 3／－ 4／－ 2 18／1 79 4
3、小さきものと認むるカフェー
俸給生活者 労働者 学生 接客
業婦
其ノ他 計中等学校 専門学校以上




































平均 11 － 15 － 1／－ －／－ － 8／1 35 1






― ５２ ― 社 会 学 部 紀 要 第136号
Brilliant Activities of Jyokyu in the Showa Era:
A History of an Iconic Café in Modern Japan (2)
ABSTRACT
This study describes the activities of jyokyu (café waitress) in the era of Showa.
The theme analyzes the performances by jyokyus who were generally looked down
upon for their humble position due to their sexuality. This study also discusses the
government policies that regulated their erotic performances because their behavior was
regarded as a corruption of public morals.
The main contents of this paper are as follows,
1) Outlines of cafés in the Showa Era.
2) Cafés as social phenomena.
a) An analysis of Jokyu: A Story of Sayoko, a famous novel written by Kazuo Hi-
rotsu.
b) Rethinking social topics reported by newspapers.
c) The problems of carrier women.
3) The relationship between cafés and dance halls.
a) Social dances as a modernist style in the Showa fashion.
b) Jyokyu: sex workers or carrier women?
Key Words: jyokyu (cafe waitress), cafe, the Showa era, eros, carrier women, social
dance
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